
支部会での総会および八戸で行う「同窓生の集う会」をおおよそ３年ぶりに対面単独開催
できました。当日の様子を写真でご紹介いたします。参加できなかった皆様におかれましては、
来年は是非、各支部ならびに八戸開催の集う会にご参加をお待ちしております。…………

01 北海道支部
2023/7/8 -札幌-

同窓会開催等の情報は八戸工業大学同窓会
のホームページからご確認ください   .
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北海道支部道東部総会は
2024年6月3日帯広にて開催予定
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04 秋田支部
2023/9/30 -秋田-

06 東北支部
2023/11/11 -仙台-02 関東支部

2023/9/9 -東京-

05 第22回八戸工業大学 同窓生の集う会
2023/10/21 -八戸- ～50th+1 Anniversary 地域と共に～03 北海道支部道南部

2023/9/23 -函館-



大嶌 倫和   昭和61年度
掛端 英二   平成 2年度
三浦 安則   平成 3年度
河原木 洋   平成 9年度
濱田 信吾   平成17年度

同
窓
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
常
日
頃
か
ら
同
窓
会
活
動
に
格
段
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
全
国
各
地
そ
れ
ぞ
れ
の
地
で
の
ご
活
躍
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。
ま
た
、

母
校
八
戸
工
業
大
学
か
ら
は
同
窓
会
活
動
に
一
層
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。                                                 

.
 

さ
て
、
私
が
大
学
を
卒
業
し
て
数
年
経
っ
た
頃
に
、
と
て
も
話
題
に
な
っ
た「
第
三
の
波
」と
い
う

本
が
あ
り
ま
す
。
著
者
の
ア
ル
ビ
ン
・
ト
フ
ラ
ー
は
、
人
類
は
こ
れ
ま
で
大
変
革
の
波
を
二
度
経
験
し
て

き
て
お
り
、
第
一
の
波
は
農
業
革
命
、
第
二
の
波
は
産
業
革
命
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら

第
三
の
波
と
し
て
情
報
革
命
に
よ
る
脱
産
業
社
会（
情
報
化
社
会
）が
押
し
寄
せ
る
と
さ
れ
ま
し
た
。

当
時
の
大
型
電
子
計
算
機
か
ら
パ
ソ
コ
ン
へ
の
流
れ
と
相
ま
っ
て
、
会
社
で
使
う
製
造
機
器
も
次
々
と

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
制
御
の
も
の
に
置
き
換
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
次
に
、
大
き
な
波
を
感
じ
た
の
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
で
し
た
。
仕
事
の
在
り
方
も
大
き
く
変
わ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
無
し
で
仕
事
を

進
め
る
こ
と
は
、
す
で
に
考
え
ら
れ
な
い
状
態
で
す
。
そ
し
て
、
今
さ
ら
に
大
き
な
波
に
な
る
だ
ろ
う
と

感
じ
て
い
る
の
が
、
生
成
Ａ
Ｉ
で
す
。
ま
だ
、
直
接
仕
事
上
の
影
響
は
無
い
の
で
す
が
、
今
後
回
路
設
計

や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
、企
画
等
に
お
い
て
大
き
な
波
が
迫
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
て
い
ま
す
。    .

 

こ
の
よ
う
な
時
代
の
変
化
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
は
、
我
々
の
同
窓
会
活
動
も
進
化
さ
せ
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。母
校

年
目
と
い
う
歴
史
を
踏
ま
え
、こ
れ
か
ら
も
時
代
の
変
化
に
合

わ
せ
、
新
た
な
展
開
を
模
索
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
現
在
事
務
局
に
お
任

せ
し
て
い
る「
同
窓
生
の
集
う
会
」も
、
新
た
な
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
テ
ー
マ
を
設
定
す
る
な
ど
企
画
を

幹
事
学
年
に
任
せ
、
ポ
ス
タ
ー
製
作
や
チ
ケ
ッ
ト
制
を
導
入
し
て
、
よ
り
魅
力
的
な
同
窓
会
活
動
が
で

き
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
各
支
部
と
の
連
携
強
化
に
加
え
分
会
の
活
動
と
も
よ
り
連
携
を
深
め
る
た

め
に
、
相
互
の
情
報
共
有
を
進
め
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
等
々
の
考
え
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。  .

 

同
窓
会
活
動
を
進
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
同
窓
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
必
要
で
す
。
大

き
な
波
に
乗
っ
た
よ
り
深
い
交
流
を
企
画
し
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
り
、
あ
わ
せ
て
母
校
の
発
展
に

貢
献
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
後
と
も
、
素
晴
ら
し
い
同
窓
会
活
動
を
共
に
築

い
て
い
け
る
こ
と
を
心
よ
り
願
い
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。                             . 

八
戸
工
業
大
学
同
窓
会
会
長

福
士

信
雄

令
和
５
年
６
月

 

日（
土
）八
戸
工
業
大
学
番
町
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
、
令
和
５
年
度

八
戸
工
業
大
学
同
窓
会
第
１
回
理
事
会
及
び
代
議
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。構
成
員
３
分
の
２
以
上

の
出
席
を
も
っ
て
本
会
が
成
立
さ
れ
、審
議
事
項
に
つ
い
て
過
半
数
の
承
認
を
得
た
こ
と
か
ら
、議
案

が
成
立
さ
れ
た
こ
と
を
報
告
い
た
し
ま
す
。                                      .

会長(水交会) 福士 信雄 昭和51年度 電気
副会長(同窓教職員の会) 淺利 能之 昭和51年度 電気
副会長(うみねこ会) 小玉 成人 平成 7年度 電気
理事(蒼峰会) 尾形 健治 昭和57年度 機械
理事(水交会) 河原木琢也 平成  7年度 電気
理事(土木建築同窓会) 髙橋 和雄 昭和55年度 建築
理事(学匠会) 原田     修   昭和60年度 エネルギー
理事(学匠会) 大坂 崇長 平成 4年度 エネルギー
理事(うみねこ会) 田村 友宏 平成27年度 システム情報
理事(感性デザイン同窓会) 石橋 宣貴 平成20年度 感性デザイン
理事(感性デザイン同窓会) 住吉 貴恵 平成21年度 感性デザイン
理事(北海道支部) 山下 一寛 昭和62年度 建築
理事(東北支部) 奈良坂 進 昭和50年度 機械
理事(秋田支部) 永井 誠 平成 2年度 建築
理事(関東支部) 古舘 仁 平成10年度 機械
監事(蒼峰会) 左舘 直樹 昭和57年度 機械

菅野 義明 昭和50年度
梅津 正明 昭和51年度
松村 純一 昭和54年度
岩本 明佳   昭和57年度
阿部 恭也 昭和60年度

大沼 宜浩   平成14年度
平野 龍輝   平成17年度
中村 史和   平成20年度
森越 達樹   平成28年度
下斗米一真   平成30年度

三浦 宏之   昭和58年度
浅利 壽信 昭和60年度
安田 勝寿 平成 3年度
林下 弘之 平成 6年度
古川結貴子 平成21年度

和田 諭 昭和54年度
西村 俊 昭和54年度
松倉 芳彦 昭和60年度
夏堀 祐樹 平成20年度
上條 博滋   平成23年度

柳町 竜也   平成22年度
葛西 幸恵   平成23年度
髙屋敷圭佑   平成25年度
平戸慎太朗   平成25年度
鳥谷部華恋   平成29年度

会長・副会長・理 事・監事

蒼峰会 うみねこ会土木建築同窓会

水交会 学匠会 感性デザイン同窓会

24

令
和
5
年
度 

理
事
会
・定
例
代
議
員
会

51

同
窓
会 

会
長 

挨
拶

2

第
１
号
議
案

令
和
４
年
度
事
業
報
告
・
決
算（
案
）に
つ
い
て 

第
２
号
議
案

令
和
５
年
度
事
業
計
画
・
予
算（
案
）に
つ
い
て

第
３
号
議
案

第

 

回「
八
戸
工
業
大
学
同
窓
生
の
集
う
会
」に
つ
い
て

第
４
号
議
案

令
和
４
年
度
同
窓
会
表
彰
推
薦
の
依
頼
に
つ
い
て

第
５
号
議
案

課
外
活
動
表
彰
に
お
け
る
同
窓
会
会
長
賞
に
つ
い
て

《
議
案
》

第
１
号

各
支
部
・
分
会
の
行
事
に
つ
い
て

《
報
告
》

22

代 議 員

(氏名  卒業年度 卒業学科名 )

(氏名 卒業年度 )



八
戸
工
業
大
学 

学
長

   

坂
本

禎
智

地
域
（社
会
）に
貢
献
す
る
大
学
と
し
て
邁
進

学
長
挨
拶

八
戸
工
業
大
学
の
同
窓
生
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、さ
ま
ざ
ま
な
分
野

・
職
域
・
立
場
で
ご
活
躍
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。皆
さ
ま
ご
承
知
の
よ
う
に
、本
学

は
昨
年
、創
立

 

周
年
を
迎
え
、地
域
貢
献
型
の「
工
学

デ
ザ
イ
ン

地
域
」

の
融
合
に
よ
る
教
育
と
研
究
の
拠
点
大
学
を
目
指
し
て
、地
域
の
発
展
の
た
め
に
、

種
々
の
連
携
を
深
め
て
課
題
解
決
に
努
め
、新
し
い
価
値
を
創
造
で
き
る
人
材
育

成
に
尽
力
し
て
い
く
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。い
ま
皆
さ
ま
が
直
面
し
て
い
る
激
動
の

社
会
で
、特
に
重
要
な
課
題
に
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル（
Ｃ
Ｎ
）

の
実
現
へ
の
対
応
や
、
高
度
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
対
応
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

２
０
２
０
年
に
日
本
は
、２
０
５
０
年
Ｃ
Ｎ
の
実
現
を
宣
言
し
ま
し
た
。そ
れ

を
達
成
す
る
た
め
に
、国
主
導
の
も
と
で
２
０
２
１
年
に「
Ｃ
Ｎ
達
成
に
貢
献
す

る
大
学
等
コ
ア
リ
シ
ョ
ン
」が
組
織
さ
れ
、２
０
２
３
年
７
月
現
在
、１
９
５
の
大

学
等
が
こ
れ
に
参
加
し
、そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ「
知
」を
結
集
し
、Ｃ
Ｎ
の
実
現
に
貢

献
す
る
た
め
の
活
動
を
全
国
的
に
展
開
し
て
い
ま
す
。本
学
も
組
織
開
設
当
初
か

ら
こ
れ
に
参
画
し
、５
つ
あ
る
ワ
ー
キ
ン
グ
の
中
の
、「
地
域
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ワ
ー
キ

ン
グ
」に
参
画
し
活
動
を
し
て
い
ま
す
。青
森
県
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
の
企
業
や

団
体
、研
究
機
関
が
多
く
、本
学
に
は
こ
れ
ら
の
企
業
等
か
ら
、Ｃ
Ｎ
実
現
に
寄
与

す
る「
知
」の
拠
点
大
学
と
し
て
多
く
の
視
線
が
向
け
ら
れ
て
い
ま
す
。本
学
は
、

こ
れ
に
応
え
る
た
め
に
産
官
学
連
携
に
よ
る
、Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
Ｎ
人
材
育
成
協
議
会
を

２
０
２
３
年
３
月
に
立
ち
上
げ
ま
し
た
。本
学
学
生
や
社
会
人
の
Ｃ
Ｎ
人
材
育
成

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
築
、ま
た
初
等
中
等
教
育
に
お
け
る
Ｃ
Ｎ
の
啓
発
プ
ロ
グ
ラ
ム

等
の
構
築
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
に
関
連
し
て
手
始
め
に
、本
学
は
本
年
度

か
ら
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
に
Ｃ
Ｎ
を
学
べ
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
開
設
し
ま
し
た
。

こ
の
コ
ア
リ
シ
ョ
ン
発
足
の
時
点
で
、大
学
等
に
は
Ｃ
Ｎ
に
資
す
る
学
位
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
設
定
な
ど
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。本
学
も
こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
種
々

検
討
を
進
め
て
い
た
と
こ
ろ
、２
０
２
３
年
４
月
に
文
部
科
学
省
よ
り
、グ
リ
ー

ン（
Ｃ
Ｎ
）や
デ
ジ
タ
ル
等
の
成
長
分
野
へ
の
学
部
・
学
科
再
編
等
の
改
革
を
す
る

大
学
等
に
対
し
て
助
成
金
を
交
付
す
る
と
い
う
事
業
の
公
募
が
あ
り
、本
学
は
こ

れ
に
応
募
し
全
国

機
関
の
一
つ
と
し
て
選
定
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
を
受
け
本
学

は
、今
後「
工
学

デ
ザ
イ
ン

地
域
」と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
を
進
化
さ
せ
て
、工
学

と
デ
ザ
イ
ン
の
学
び
を
融
合
、発
展
さ
せ
、グ
リ
ー
ン（
Ｃ
Ｎ
） 、デ
ジ
タ
ル
分
野
の

人
材
育
成
を
強
化
す
る
た
め
の
学
科
再
編
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。 .

更
に
本
学
は
、人
材
育
成
に
よ
る
地
域
貢
献
活
動
と
し
て
、社
会
人
等
を
対
象

と
し
た
３
つ
の
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム（
履
修
証
明
プ
ロ
グ
ラ
ム
）を
開
設
し
て
い
ま
す
。

Ｈ
Ｉ
Ｔ
土
木
工
学
基
礎
プ
ロ
グ
ラ
ム（
２
０
２
１
年
開
設
） 、Ｈ
Ｉ
Ｔ
海
洋
学
プ
ロ
グ

ラ
ム（
２
０
２
２
年
開
設
） 

、Ｈ
Ｉ
Ｔ
機
械
工
学
基
礎
プ
ロ
グ
ラ
ム（
２
０
２
３
年
開

設
）で
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
修
了
者
に
は
学
校
教
育
法
に
基
づ
く
履
修
証
明
書
を
交
付

し
ま
す
。こ
れ
は
政
府
が
推
進
し
て
い
る
ジ
ョ
ブ・カ
ー
ド
制
度
に
お
い
て
も
職
業

能
力
証
明
書
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
本
学
は
、こ
れ
か
ら
も

地
域
の
要
請
に
応
じ
て
新
た
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
設
し
て
い
き
ま
す
。     .

こ
の
よ
う
に
本
学
は
、こ
れ
か
ら
工
学
部
の
様
々
な
分
野
の
技
術
的
な
シ
ー
ズ
、

知
見
、ノ
ウ
ハ
ウ
の
提
供
や
、デ
ザ
イ
ン
学
部
の
デ
ザ
イ
ン
思
考
に
よ
る
付
加
価
値

の
創
出
、並
び
に
地
域
が
求
め
る
人
材
の
育
成
に
努
め
、地
域
に
貢
献
す
る
大
学

と
し
て
邁
進
し
て
い
き
ま
す
。
今
後
と
も
、皆
さ
ま
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。                             .
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※写真は学校法人八戸工業大学 広報新聞・広報誌
「学園だより」「蒼穹」より抜粋しています

2023年5月青森県ビギナーC級戦昇竜戦
優 勝：1年 佐 藤さん (左) 
準優勝：3年 久保田さん (右)

部活としての目標は、様々な大会に出場して入賞す
ることです。ゆくゆくは個人のレベルを上げて、全国の
大学生が参加する大きな大会に出場したいです。 .
私、個人としては、学内のビリヤードに対する意識を、

遊ぶモノとしてだけではなく競技として知ってもらう
ことです。多くの学生にビリヤードをプレイしてほしい
です。                                .

いま・むかし物語に関する感想や当時の部活の思い出、取り上げてほしいテーマを募集します。
ビリヤード部OB・OGの方は現部員へのメッセージをいただけますと学生にお届けいたします。

ビリヤード部のいま

部員の方以外でも、休み時間にビリヤードで遊んだことがある卒業生の方も多いでしょう。
なんとあのビリヤード台は部活を立ち上げた方々がお金を出し合って購入されたモノ。
初代部員の皆さん…令和5年も学生たちが大切に使用しています！
思い出を重ねる品を大学に残していただきありがとうございます！ 

第二話 「部活動」
・

昭和62年度に愛好会を立ち上げた 
ビリヤード部を取材

現在部員は23名おり、各自空いてい
る時間を使って練習をしています。
大学からビリヤードを始めた人ばかり
ですが、積極的に交流戦や大会にも出
場して入賞する選手もでてきています。
大学で出会ったビリヤードが思いの

ほか楽しくて趣味になりました。学内
の活動だけでなく、ＳＮＳでビリヤード
専用のアカウントを作成し、そこで仲間
を見つけたり、ショップのオーナーとの
会話がきっかけで、久しく開催してい
なかった青森県内の大学生が参加する
「学校対抗戦」を今年春に復活させた
りと、ビリヤードのおかげで人とのつな
がりがとても増えました。          .

活動状況

ビリヤード部 部長
電気電子工学科
3年  鳥 山 さん

これからの活動について

代々伝わる謎なモノ

前号から始まりました「いま・むかし物語」は
50年の歴史を持つ本学の今と昔を紹介する
コーナーです。第二話は  部活動   に注目！

4

発掘     むかしの写真

初代部員の皆さんで購入した「ビリヤード台」

現在のサークル情報は大学H Pをご覧
ください！〇〇会サークル [〇団体 ]の
タイトルをクリックするとSNS情報も
閲覧できます！                   .

約30年前の写真

質問返信コーナー✉

残念ながら休部・廃部になっている部活動もございますが、
新規サークル「サバイバルゲーム愛好会」「サウンドtech研究会」
なども誕生しています！

休部廃部A. A.
Q .ストリートバスケ部、ラグビー部は存続してますか？

部室等にあった謎な
モノの情報提供お願いします！

2023年4月青森県最強ペア対抗戦HARU
準優勝：3年鳥山さん・久保田さんペア

2023年6月第23回青森県BC級 竜王戦
3位：3年 久保田さん

・ず—っとある茶色のキャビネット
・ロッカーにあったナスの衣装
・部室の住人ネズミの被り物

1986年  ラグビー部 1992年  空手部 2002年  ボクシング部 2000年  動力部

右に記載のQRコード(グーグルフォーム)からお気軽にお寄せください。



昭
和
五
十
七
年
機
械
工
学
科
卒
業

尾
形  

健
治

 
現
在  
： 
ア
ー
ル
テ
ッ
ク
株
式
会
社

執
行
役
員  

事
業
本
部
長

蒼
峰
会
の
皆
様
に
於
か
れ
ま
し

て
は
、
益
々
ご
清
栄
に
て
ご
活
躍

の
こ
と
と
お
喜
び
も
う
し
ま
す
。

さ
て
、
令
和
五
年
七
月
八
日

「
八
戸
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
」
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
「
令
和
五
年
度

機
械
系
同
窓
会
蒼
峰
会
定
期
役
員

会
」に
て
前
会
長 

小
玉
吉
美
さ
ん

平
成

年
度

 

機
械
情
報
技
術
学
科
卒
業

上
條
博
滋

蒼
峰
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
活
躍
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
度
、
副
会
長
へ
の
就
任
と
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
製
作
に
携
わ
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
平
成     

年
度
機
械
情
報

技
術
学
科
卒 

上
條
博
滋
と
申
し
ま
す
。

 
.

私
は
本
学
卒
業
後
、二
社
金
属
に
関
わ
る
仕
事
に
就
い
て
お
り
ま
し
た

が
、
自
ら
の
手
で
物
を
作
り
た
い
と
い
う
幼
い
頃
か
ら
抱
い
て
い
た
夢
を
実

現
す
る
べ
く
、こ
の
地
元
青
森
県
八
戸
市
で
父
が
創
業
し
た
メ
タ
ル
工
房
．

上
條
に
入
社
し
今
年
の
８
月
で
９
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。弊
社
は
精
密
板

金
業
と
属
さ
れ
る
ス
テ
ン
レ
ス
・
鉄
・
ア
ル
ミ
等
の
金
属
板
の
多
品
種
少
量

生
産
加
工
を
得
意
と
す
る
父
と
母
と
私
の
家
族
３
人
で
運
営
し
て
い
る
小

さ
な
町
工
場
で
す
。  

.

こ
れ
ま
で
に
金
属
文
字（
代
表
例
：
八
戸
市
民
病
院
・
水
産
化
学
博
物
館

等
）、看
板
、ス
テ
ン
レ
ス
シ
ン
ク
、内
装
金
物
、加
工
場
金
物
等
を
製
作
し

て
お
り
ま
す
。八
戸
市
だ
け
で
も
弊
社
の
製
作
物
が
数
多
く
人
目
に
つ
く
所

に
あ
り
、幼
い
頃
色
ん
な
所
を
通
る
た
び
に「
こ
れ
は
メ
タ
ル
工
房
で
作
っ

た
物
だ
よ
」と
何
度
も
聞
い
て
い
る
う
ち
に
だ
ん
だ
ん
憧
れ
へ
と
変
わ
っ
て

い
く
キ
ッ
カ
ケ
で
も
あ
り
ま
す
。そ
の
中
で
も
八
戸・
南
郷
間
の
境
目
に
あ

る
サ
ッ
ク
ス
と
音
符
を
模
っ
た
看
板
が
一
番
思
い
入
れ
が
あ
る
と
語
っ
て

い
た
の
で
も
し
機
会
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
ご
覧
頂
け
る
と
幸
い
で
す
。. 

5

の
後
を
引
き
継
ぎ
会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
尾
形
健
治
で

す
。
こ
れ
ま
で
の
蒼
峰
会
の
礎
を
築
い
て
く
だ
さ
っ
た
歴
代

会
長
を
は
じ
め
、
多
く
の
諸
先
輩
の
皆
様
の
ご
尽
力
に
対
し

ま
し
て
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
過
に
お
い
て
蒼
峰
会
活
動
も
制
約
を
受
け
、思
う

よ
う
に
活
動
を
す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。よ
う
や

く
辛
く
長
か
っ
た
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
か
ら
ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
へ
と
環
境
が
変
化
し
ま
し
た
が
、人
と
の
関
わ
り
方
も
多

様
化
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。蒼
峰
会
も
こ
の
変
化
に
適
応
し

た
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
活
動
を
模
索
し
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

蒼
峰
会
が
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
り
、
会
員
の
隆
盛
発

展
と
併
せ
て
本
学
科
が
飛
躍
を
続
け
ら
れ
る
様
な
互
い
の
関

係
を
提
供
す
る
蒼
峰
会
を
作
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

最
後
に
皆
様
方
の
更
な
る
発
展
と
ご
活
躍
を
心
か
ら
お
祈

り
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
同
窓
会
活
動

へ
の
関
心
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
、
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
、
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

そ
し
て
、
昨
年
私
に
も
八
戸
工
業
大
学
創
立

 

周
年
に
向

け
て
蒼
峰
会
よ
り
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
製
作

と
い
う
大
き
な
機
会
を
頂
く
事
が
出
来
ま
し
た
。
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
を
ス
テ
ン
レ
ス
の
質
感
を
活
か
し
つ
つ
ど
う
表
現
す

る
か
何
度
も
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
、
弊
社
で
も
前
例
の
無
い

表
面
の
凹
凸
を
主
と
し
た
加
工
を
取
り
入
れ
る
事
が
決
ま
り
、

慣
れ
な
い
加
工
で
し
た
が
丁
寧
に
仕
上
げ
ま
し
た
。
ま
た
、

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
裏
に
は
恥
ず
か
し
な
が
ら
製
作
者
の
名
前

も
刻
ん
で
頂
け
た
こ
と
も
あ
り
、
今
ま
で
の
製
作
物
と
は
全

く
違
っ
た
思
い
入
れ
の
強
い
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
本
学
へ
お
立
ち
寄
り
の
際
、
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
前

の
桜
の
木
の
下
に
設
置
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
こ
ち
ら
も
ご

覧
頂
け
る
と
幸
い
で
す
。

.

も
う
一
点
宣
伝
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
弊
社
は
こ
の

度
も
の
づ
く
り
補
助
金
の
採
択
を
受
け
、
溶
接
界
で
は
切
っ

て
も
切
り
離
せ
な
い
溶
接
歪
み
を
極
最
小
限
に
抑
え
る
レ
ー

ザ
ー
溶
接
機
を
２
０
２
３
年
９
月
よ
り
導
入
す
る
運
び
と
な

り
ま
し
た
。
新
た
な
取
り
組
み
に
挑
戦
す
る
転
機
を
迎
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
レ
ー
ザ
ー
溶
接
に
つ
い
て
興
味
・
研
究
・

加
工
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
是
非
一
度
ご
相
談
下
さ
い
。
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。                              .

先
述
致
し
ま
し
た
よ
う
に
、こ
の
度
蒼
峰
会
役
員
の
改
選
に

伴
い
副
会
長
を
選
任
さ
れ
就
任
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。若

手
の
今
後
の
同
窓
会
参
加
促
進
に
向
け
若
輩
者
で
は
ご
ざ
い

ま
す
が
皆
様
の
支
え
を
受
け
な
が
ら
日
々
精
進
し
て
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
。今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

23

23

50

蒼
峰
会
会
長
就
任
の
あ
い
さ
つ

新
副
会
長
か
ら
の
こ
と
ば



哘 康雄  さん（川又研究室）
 平成７年３月  電気工学科卒

日本原燃（株）再処理工場
計装設計課チームリーダー

■

役
員
改
選

令
和
４
年
度「
水
交
会
賞
」授
与
式

■

E
水
交
会
活
動
報
告

■

同
窓
生
と
し
て
の
抱
負

令
和
４
年

 

月

日（
土
）に
開
催
さ

れ
ま
し
た「
令
和
４

年
度
水
交
会
総
会
」

に
て
岩
本
明
佳
会
長

が
ご
勇
退
さ
れ
、
新

令
和
５
年
３
月

日（
月
）及
び
同
年
４
月

日（
水
）に
八
戸
工
業
大
学
に
て
令
和
４
年

度「
水
交
会
賞
」表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。
水

交
会
賞
は
、
学
業
成
績
が
特
に
優
れ
て
い
る
学

生
や
課
外
活
動
に
お
い
て
特
に
優
秀
な
成
績

を
お
さ
め
た
学
生
を
表
彰
す
る
も
の
で
あ
り
、

水
交
会
在
学
生
応
援
事
業
と
し
て
平
成

年

度
総
会
に
て
承
認
さ
れ
た
制
度
で
す
。
令
和

４
年
度
は
７
名
の
学
生
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

.

会
長
と
し
て
河
原
木
琢
也
氏（
平
成
７
年
度

卒
）が
選
出
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

.

10

22

20

12

28

母
校
へ
の
教
材
寄
贈

令
和
５
年
９
月    

日（
水
）、
在
学

生
の
教
育
環
境
整

備
を
目
的
と
し
て
、

工
学
科
電
気
電
子

通
信
工
学
コ
ー
ス

に
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー

ド
２
台
を
寄
贈
し

ま
し
た
。

.

20

令
和
５
年
度
水
交
会
総
会
開
催

令
和
５
年

月

.

10

21

日（
土
）、「
令
和
５

年
度
水
交
会
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

始
め
に
令
和
４
年
度

収
支
決
算
報
告
及
び

事
業
報
告
が
あ
り
、

令
和
５
年
度
収
支
予

算
案
及
び
事
業
計
画

案
等
に
つ
い
て
審
議

し
た
結
果
、
異
議
な

く
了
承
さ
れ
ま
し
た
。 」

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
だ
よ
り

6

大西  海月 さん （信山研究室）
令和５年３月 電気電子工学科卒

八
戸
工
業
大
学
の
４
年
間
を
振
り
返
る
と
、
様
々
な
経
験

を
通
し
て
自
身
を
成
長
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
卒
業

後
は
社
会
人
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
日
々
の
業
務
に
責
任

を
持
っ
て
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

.

八
戸
工
業
大
学
で
４
年
間
電
気
電
子
工
学
に
関
す
る
専
門

知
識
を
学
ん
だ
こ
と
で
、
豊
か
で
便
利
な
生
活
を
支
え
る
技

私
の
仕
事
は
、
原
子
力
発
電
所
の
使
用
済
核
燃
料
を
リ
サ

イ
ク
ル
す
る
再
処
理
工
場（
青
森
県
六
ケ
所
村
）に
お
い
て
、

安
全
か
つ
安
定
し
た
工
場
の
運
転
の
た
め
に
、計
測
制
御
設

備
の
設
備
更
新
を
計
画
・
実
施
す
る
こ
と
で
す
。 

.

こ
れ
ま
で
に
思
い
出
深
か
っ
た
業
務
は
、フ
ラ
ン
ス
の
再
処

理
工
場
の
技
術
を
採
用
し
た
特
殊
核
計
装
設
備
に
関
わ
る
も

の
で
し
た（

年
程
担
当
）。こ
の
業
務
に
関
連
し
、フ
ラ
ン

ス
へ
行
く
機
会
を
何
度
か
得
て（
内
１
回
は
４
ヶ
月
駐
在
）、

海
外
の
方
と
一
緒
に
仕
事
を
し
た
こ
と
、そ
の
後
、本
シ
ス
テ

ム
の
機
器
を
国
産
化
導
入
す
る
た
め
に
メ
ー
カ
ー
と
協
力
し

て
設
計
開
発
し
た
こ
と
な
ど
、貴
重
な
経
験
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。担
当
を
始
め
た..

代
半
ば
の
頃
は
、学
生
時

代
に
原
子
力
の
世
界
に
ほ
と
ん
ど
触
れ
た
こ
と
が
無
か
っ
た

こ
と
か
ら
、シ
ス
テ
ム
を
理
解
す
る
こ
と
で
精
一
杯
で
し
た
。様

々
な
不
具
合
対
応
を
行
い
、一
つ
ひ
と
つ
解
決
し
て
い
く
う

ち
に
、業
務
に
対
し
て
広
い
視
野
を
持
て
る
よ
う
に
な
り
、次

第
に
自
分
が
や
り
た
い
事
を
着
実
に
企
画
・
実
践
し
て
い
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。正
に
、〝
意
志
あ
る
と
こ
ろ
に
道
は

開
け
る
〟を
体
現
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

最
後
に
、近
く
て
遠
い
当
社
再
処
理
工
場
の
竣
工（
２
０
２

４
年
度
上
期
予
定
）、原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
確
立
に
向
け
、引

き
続
き
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
  .

術
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
授
業
や
実
験
を
通
し
て
工
学
的

思
考
を
身
に
つ
け
、
様
々
な
角
度
か
ら

物
事
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
卒
業
研
究

で
は
、
信
山
研
究
室
で
植
物
由
来
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
の
物
理
的
性
質
に
つ
い
て
研

究
を
行
な
い
ま
し
た
。
全
世
界
が
取
り

組
ん
で
い
る
環
境
問
題
に
関
わ
る
研
究

を
経
験
し
た
こ
と
で
、
普
段
の
生
活
を

見
直
す
良
い
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

卒
業
後
は
、
八
戸
工
業
大
学
で
学
ん

だ
知
識
と
経
験
を
も
と
に
、
常
に
向
上

心
を
持
っ
て
行
動
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

.

令和５年３月31日をもちまして、長年にわたり本学の発展にご尽力された、関秀廣教授が
ご退職されました。２月に開催いたしました「関秀廣先生を囲む会」をはじめ、水交会の皆様
方からは多大なご支援、ご協力を頂きました。教職員一同、心より感謝とお礼を申し上げます。

大学院工学研究科 電子電気・情報工学専攻主任
工学部工学科長 石山 武 先生

令
和
５
年
２
月

日（
土
）に
八
戸

プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に

て「
関
秀
廣
先
生

を
囲
む
会
」が
開

催
さ
れ
、多
く
の

同
窓
生
と
大
学
教

職
員
の
方
々
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
。

関
秀
廣
先
生
を
囲
む
会
開
催

25水交会の情報は
webサイトをご覧

→

ください
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「
機

能

は
形

態

に
従

う

」

従
う
」
と
い
う
言
葉
を
学
習
し
た
。
そ
れ
以

降
こ
の
言
葉
は
、
大
学
で
建
築
を
学
び
、
本

学
に
着
任
し
て
か
ら
の
教
育
・
研
究
を
進
め

る
上
で
も
基
本
的
な
信
念
と
な
っ
た
。

.

サ
リ
バ
ン
の
言
葉
は
、
建
築
の
機
能
が
満

た
さ
れ
る
と
必
然
的
に
美
し
く
よ
い
デ
ザ
イ

ン
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
が
、

こ
れ
は
建
築
に
限
ら
ず
諸
々
の
創
作
的
活
動

に
通
じ
る
言
葉
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

.

書
籍
や
論
文
の
執
筆
に
お
い
て
も
、
講
演

用
の
ス
ラ
イ
ド
の
作
成
に
お
い
て
も
、
理
路

整
然
と
し
た
表
現
で
図
表
も
工
夫
を
凝
ら
す

な
ど
、
人
に
伝
え
る
た
め
の
そ
も
そ
も
の
機

能
を
満
た
す
と
、
お
の
ず
と
美
し
く
よ
い
文

章
や
よ
い
ス
ラ
イ
ド
と
な
り
、
人
に
対
し
て

理
解
し
や
す
い
も
の
に
な
る
で
あ
ろ
う
。  .

本
年
３
月
の
退
職
後
は
、
建
築
学
会
と

コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
学
会
お
よ
び
青
森
県
内
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
関
連
の
委
員
会
委
員
等
を
続

け
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の

活
動
に
お
い
て
も
「
機
能
は
形
態
に
従
う
」

と
い
う
信
念
の
も
と
、
会
と
し
て
の
機
能
を

十
分
に
果
た
せ
ば
、
そ
の
目
的
を
達
成
す
る

よ
い
結
果
が
形
と
な
っ
て
現
れ
る
で
あ
ろ
う

と
考
え
、
現
在
も
活
動
を
継
続
し
て
い
る
。  .

八
戸
工
業
大
学 
名
誉
教
授

 
  

月
永

洋
一

そ
の
後
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
で
は
古
代
の
都
の
発
掘
や
、各

地
の
歴
史
的
建
造
物
の
調
査
に
携
わ
り
、文
化
庁
で
は
国
宝
重

要
文
化
財
建
造
物
の
修
理
指
導
、弘
前
や
黒
石
が
取
り
組
ん
で

い
る
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
、青
森
県
東
・
岩
手
県
北
は

件
数
が
少
な
い
登
録
有
形
文
化
財
、文
化
財
を
保
存
修
理
す
る

た
め
の
伝
統
技
術
の
保
護
や
伝
統
建
築
材
料
の
確
保
な
ど
を
担

当
し
て
き
ま
し
た
。伝
統
技
術
の
担
当
で
は
大
工
や
左
官
の
技

術
を「
伝
統
建
築
工
匠
の
技
」と
し
て
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産

へ
の
登
録
を
果
た
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

.
私
の
研
究
室
は
、
平
成

年
に
本
学
を
退
任
さ
れ
た
高
島

成
侑
先
生
以
来
の
、
建
築
史
を
専
門
と
す
る
歴
史
意
匠
の
研
究

室
で
す
。
実
は
、
研
究
所
時
代
に
携
わ
っ
た
北
秋
田
市
胡
桃
館

遺
跡
か
ら
出
土
し
た
建
築
部
材
の
調
査
で
は
、
高
島
研
究
室
の

卒
論
が
役
立
ち
、
そ
の
後
建
築
部
材
は
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
ま
し
た
。
私
の
研
究
室
も
、
北
東
北
地
域
に
貢
献
で
き
る
研

究
成
果
を
発
信
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

.

研
究
室
開
設
初
年
度
と
な
る
今
年
は
、八
戸
市
島
守
の
神
社

を
皮
切
り
に
し
て
昭
和
頃
ま
で
地
域
で
活
躍
し
た
建
築
職
人

.

棟
梁
や
彫
工
）を
調
査
し
て
お
り
、あ
ち
こ
ち
の
社
寺
を
う
ろ

つ
い
て
い
ま
す
。学
生
と
と
も
に
、地
域
そ
れ
ぞ
れ
の
建
築
史
を

体
系
化
し
て
、地
域
の
方
々
の
故
郷
を
見
る
目
を
変
え
て
、自

発
的
な
地
域
づ
く
り
へ
繋
げ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

～
歴
史
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り
と

伝
統
建
築
構
法
の
研
究
～

当
研
究
室
の
専
門
分
野
は
建
築
設
計（
デ
ザ
イ
ン
）に
な
り
ま
す
。

建
築
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
卒
業
研
究
に
論
文
と
設
計
の
両
面
が
あ
る
よ
う
に
、

社
会
の
課
題
解
決
に
向
き
合
う
為
に
は
実
技
に
よ
る
制
作
行
為
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
使
い
方
／
使
わ
れ
方
の
両
面
か
ら
探
求
す
る
建
築
計
画

学
と
不
可
分
な
関
係
に
あ
り
な
が
ら
、構
造
や
設
備
、様
々
な
諸
条
件

を
も
と
に
、自
ら
の
身
体
を
通
じ
て
提
案
す
る
行
為
。そ
れ
が
建
築
設

計
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

近
年
、建
築
の
あ
り
方
は
多
様
化
し
て
い
ま
す
。公
共
空
間
で
は
行

政
主
導
か
ら
官
民
協
働
や
新
し
い
公
共
に
よ
る
居
場
所
づ
く
り
が
求
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、古
民
家
改
修
や
コ
ン
バ
ー
ジ
ョ
ン
な
ど
縮
小
社

会
に
お
け
る
既
存
ス
ト
ッ
ク
活
用
と
い
っ
た
社
会
的
価
値
観
の
変
化
も

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。一
方
で
Ｂ
Ｉ
Ｍ
や
Ａ
Ｉ
、Ｃ
Ａ
Ｄ
の

三
次
元
化
な
ど
設
計
作
業
の
高
度
化
や
数
社
の
コ
ラ
ボ
に
よ
る
共
同
設

計
な
ど
、業
務
体
制
の
多
様
化
も
見
ら
れ
ま
す
。当
研
究
室
で
は
、プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
立
上
げ
時
の
プ
レ
デ
ザ
イ
ン
、設
計
業
務
と
の
伴
走
に
よ
る

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
な
ど
、実
務
レ
ベ
ル
で
の
協
働
が
可
能
で
す
。

経
済
的
合
理
性
と
と
も
に
社
会
的
包
摂
を
目
指
す
複
雑
な
時
代
で
は
、

先
進
性
に
加
え
文
化
・
記
憶
の
継
承
性
、そ
し
て
共
有
知
や
集
合
知
に

よ
る
新
た
な
も
の
づ
く
り
手
法
な
ど
、ま
す
ま
す
社
会
対
応
力
の
あ
る

提
案
的
建
築
デ
ザ
イ
ン
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、こ
れ
迄
の

設
計
業
務
の
経
験
を
活
か
し
な
が
ら
、実
学
と
し
て
の
建
築
設
計
教
育

に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

広
域
に
お
け
る
災
害
を
対
象
と
し
て
、数
値
解
析
の
技
術
を
効
率
的

に
活
用
す
る
こ
と
で
、被
害
の
高
度
な
リ
ア
ル
タ
イ
ム
予
測
を
可
能
と

す
る
枠
組
み
の
構
築
を
目
指
し
た
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
災
害
に
関

す
る
数
値
解
析
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
は
、実
験
的
な
評
価
を
行
う
こ
と

が
難
し
い
広
域
災
害
に
対
し
て
貴
重
な
情
報
と
な
る
一
方
で
、計
算
に

多
く
の
時
間
を
必
要
と
す
る
こ
と
か
ら
、災
害
発
生
時
の
状
況
に
合
わ

せ
た
リ
ア
ル
タ
イ
ム
計
算
に
よ
る
リ
ス
ク
評
価
が
難
し
い
と
い
う
面
も

あ
り
ま
す
。
私
の
研
究
で
は
、そ
の
よ
う
な
数
値
解
析
の
情
報
を
効
率

～
数
値
解
析
に
基
づ
く
災
害
の
広
域
的
な
予
測
手
法
の
構
築
～

私
が
大
学
２
年
の

.

時
、
建
築
史
の
講
義

.

で
は
１
８
８
０
年

.

年
代
に
活
躍
し
た

シ
カ
ゴ
派
の
建
築
家

ル
イ
ス
・
サ
リ
バ
ン

の「
形
態
は
機
能
に

本
年
４
月
八
戸
工
業
大
学
に

採
用
に
な
り
、  

余
年
ぶ
り
に

故
郷
八
戸
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

留
年
も
経
験
し
た
大
学
時
代
は

社
会
工
学
、
研
究
に
目
覚
め
た

大
学
院
時
代
は
伝
統
建
築
構
法
、

的
に
被
害
予
測
に
活
用
す
る
た
め
に
、様
々
な
発
生
シ
ナ
リ

オ
を
想
定
し
た
数
値
解
析
を
事
前
に
実
施
し
て
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
を
作
成
し
、デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
手
法
を
融
合
す
る
こ

と
で
、あ
ら
ゆ
る
シ
ナ
リ
オ
で
の
広
域
災
害
リ
ス
ク
を
即
時

的
に
予
測
可
能
な
モ
デ
ル
の
構
築
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
ま
で
は
、津
波
と
降
雨
に
起
因
す
る
斜
面
災
害
を
対
象
と

し
て
お
り
、今
後
も
数
値
解
析
や
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
手
法
、

さ
ら
に
は
観
測
情
報
と
の
融
合
も
行
う
こ
と
で
、さ
ら
に
高

度
な
災
害
予
測
モ
デ
ル
の
構
築
を
行
い
、防
災
・
減
災
に
貢

献
で
き
る
研
究
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 .

龍興山神社（八戸市島守）
を実測調査するゼミ生

90

30
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降雨に起因する斜面崩壊に
関する解析例

7

（

」
新 任 教 員 紹 介



私
は
生
物
環
境
化
学
工
学
科（
現
：
生
命
環
境
科
学

コ
ー
ス
）を
卒
業
後
、大
学
院
の
機
械
・
生
物
化
学
工
学
専

攻
の
修
士
課
程
を
経
て
、東
京
水
道
株
式
会
社
に
入
社
し

ま
し
た
。当
社
は
社
名
の
と
お
り
東
京
の
水
道
の
会
社
で
、

約
３
，０
０
０
人
が
働
い
て
い
る
日
本
最
大
級
の
水
道
ト
ー

タ
ル
サ
ー
ビ
ス
会
社
で
す
。                   .

 

私
は
入
社
し
て
今
年
で     .

年
目
に
な
り
現
在
は
設
備
職

の
課
長
代
理（
係
長
）で
す
が
、本
当
に
様
々
な
業
務
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。そ
の
業
務
の
一
部
を
紹
介
す
る
と
、浄

水
場
や
給
水
所
等
の
施
設
の
運
転
管
理
、
全
国
の
自
治
体

職
員
へ
の
研
修
講
師
、水
質
や
シ
ス
テ
ム
導
入
に
関
す
る

技
術
報
告
や
論
文
執
筆
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
会
社
説

明
会
等
の
採
用
活
動
な
ど
で
す
。今
回
こ
の
Ｏ
Ｂ・Ｏ
Ｇ
近

況
報
告
を
掲
載
す
る
き
っ
か
け
も
説
明
者
側
で
参
加
し
た
八
工
大
の
合
同
企
業
説

明
会
で
生
命
環
境
科
学
コ
ー
ス
の
小
林
先
生
と
お
会
い
し
た
か
ら
で
す
。  

. 

私
は
こ
れ
ま
で
様
々
な
業
務
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、大
学
や
大
学
院
で
学
ん
だ

自
ら
能
動
的
に
取
り
組
む
姿
勢
が
役
立
っ
て
い
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。私
は
在
学

時
代
に
は
化
学
工
学
を
専
門
と
し
て
お
り
、触
媒
や
マ
イ
ク
ロ
波
の
研
究
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。難
し
い
分
野
な
の
で
そ
も
そ
も
触
媒
や
マ
イ
ク
ロ
波
と
は
何
な
の
か
根

本
的
な
部
分
か
ら
徹
底
的
に
勉
強
し
、自
分
が
理
解
で
き
る
ま
で
抽
象
化
し
た
う
え

で
、具
体
的
な
研
究
に
取
り
組
む
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
繰
り
返
し
行
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
具
体
化
と
抽
象
化
の
往
復
は
会
社
に
入
っ
て
か
ら
も
非
常
に
役
立
っ
て
お
り
、

特
に
研
修
講
師
や
役
員
説
明
で
は
欠
か
せ
な
い
要
素
で
す
。こ
の
よ
う
な
過
程
を
実

際
に
体
験
し
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
八
工
大
に
は
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

折
角
の
機
会
で
す
の
で
当
社
の
宣
伝
を
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。当
社
は
水
道
ト
ー
タ

ル
サ
ー
ビ
ス
会
社
と
い
う
こ
と
で
事
務
職
や
環
境
職
等
の
求
人
も
あ
る
の
で
す
が
、

今
は
特
に
土
木
職
や
設
備
職
の
人
材
を
大
量
に
募
集
し
て
い
ま
す
。理
由
と
し
て
は
、

当
社
が
東
京
都
の
政
策
連
携
団
体
で
あ
り
、
東
京
都
の
職
員
が
行
っ
て
い
た
業
務

が
当
社
に
続
々
と
移
管
さ
れ
て
き
て
い
る
か
ら
で
す
。                 

. 

手
前
味
噌
で
す
が
当
社
の
働
き
や
す
い
点
を
例
示
い
た
し
ま
す
と
、入
社
初
年
度

か
ら
有
給
は. .

日
取
得
で
き
、設
備
職
の
人
は
ほ
ぼ
す
べ
て
取
り
切
っ
て
い
ま
す
。

研
修
も
東
京
都
と
連
携
し
て
行
っ
て
お
り
、種
類
・
数
共
に
豊
富
で
、Ｏ
Ｊ
Ｔ
も

し
っ
か
り
し
て
い
ま
す
。私
は
機
械
や
電
気
の
こ
と
は
入
社
し
て
か
ら
学
び
ま
し
た
。

ま
た
、設
備
職
は
交
替
制
の
勤
務
も
あ
り
仕
事
の
区
切
り
が
つ
け
や
す
い
の
で
特
に

残
業
は
少
な
い
で
す
。給
与
面
で
は
高
給
を
謳
う
企
業
に
は
及
ば
な
い
と
こ
ろ
も
あ

る
か
も
し
ま
せ
ん
が
、時
間
持
ち
に
は
な
り
や
す
い
非
常
に
ホ
ワ
イ
ト
な
企
業
だ
と

自
負
し
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
自
身
の
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
や
お
子
さ
ん
や
知
り
合
い

の
就
職
先
と
し
て
検
討
し
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。              

.

以
上
宣
伝
も
含
め
て
の
報
告
に
な
り
ま
し
た
が
、当
社
と
八
工
大
は
親
和
性
が
と

て
も
高
い
と
思
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。     .

平成 24 年３月機械・生物化学工学専攻修了
丹治 雅尋
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20

２
０
１
５
年
３
月
に
工
学
部
バ
イ
オ
環
境
工
学
科
を
卒
業
、
昨
年
２
月
ま
で
全

国
農
業
協
同
組
合
連
合
会
青
森
県
本
部
に
て
県
内
農
業
の
総
合
支
援
に
関
す
る
業

務
に
従
事
し
、現
在
は
テ
ー
オ
ー
食
品
株
式
会
社
に
転
職
、各
種
香
辛
調
味
料
を
製

造
し
、全
国
飲
食
店
等
へ
出
荷
す
る
業
務
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。           .

学
生
時
代
は
、と
に
か
く
た
く
さ
ん
学
び
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
青
木
秀
敏
先
生
ご
指
導
の
も
と
、愛
好
会『
食
品
研
究
会
』に
お
い
て

同
じ
学
科
の
仲
間
た
ち
と
授
業
で
学
ん
だ
こ
と
を
基
に
商
品
開
発
に
取
り
組
み
、

キ
ャ
ン
パ
ス
ベ
ン
チ
ャ
ー
グ
ラ
ン
プ
リ
東
北
に
て
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
と
き
の
こ

と
は
今
で
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。

.

前
職
に
勤
務
し
て
い
た
頃
は
、農
業
の
基
礎
す
ら
知
ら
な
い
状
態
で
県
内
各
地

の
農
協
職
員
や
農
家
の
皆
さ
ん
と
連
携
し
て
仕
事
を
進
め
て
い
か
な
い
と
い
け
な

い
状
態
に
課
題
を
感
じ
、大
学
の
友
達
の
紹
介
で
毎
週
末
三
戸
町
の
農
家
を
訪
れ

て
栽
培
技
術
の
研
修
を
さ
せ
て
も
ら
い
、日
々
の
業
務
に
役
立
て
て
お
り
ま
し
た
。

転
職
し
た
今
で
も
そ
の
農
家
さ
ん
と
は
交
流
が
あ
り
、時
間
が
あ
る
時
に
ト
マ
ト

栽
培
や
り
ん
ご
即
売
会
の
お
手
伝
い
で
顔
を
出
し
て
い
ま
す
。

.

昨
年
転
職
し
た
一
番
大
き
な
理
由
は
、両
親
二
人
同
時
に
癌
が
見
つ
か
り
、父
は
助
か
っ
た
も
の
の
母

が
亡
く
な
り
、長
男
と
し
て
県
南
に
近
い
地
域
に
い
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。現
在
は
岩
手
県
二
戸

市
に
一
人
暮
ら
し
し
、毎
週
末
八
戸
の
実
家
へ
顔
を
出
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。     

.

現
職
の
業
務
は
前
職
ま
で
の
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
と
異
な
り
現
場
業
務
が
多
く
、な
か
な
か
慣
れ
な
い
と

感
じ
な
が
ら
も
全
国
に
安
全
で
美
味
し
い
食
品
を
提
供
す
る
た
め
日
々
作
業
習
得
に
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。

 
   

. 

転
職
し
、休
日
の
過
ご
し
方
や
趣
味
も
大
分
変
わ
り
ま
し
た
。以
前
ま
で
は
趣
味
は
ゴ
ル
フ
と
農
作

業
で
、休
日
と
い
え
ば
会
社
の
ゴ
ル
フ
大
会
や
そ
れ
に
向
け
た
練
習
、持
ち
帰
っ
た
仕
事
の
資
料
見
直

し
、栽
培
技
術
研
修
と
、休
日
も
仕
事
か
ら
気
持
ち
が
離
れ
る
事
が
無
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

現
在
は
ゴ
ル
フ
大
会
も
な
く
仕
事
を
持
ち
帰
る
事
も
無
く
な
り
、休
日
の
時
間
に
余
裕
が
で
き
た
の

で
、昔
か
ら
気
に
な
っ
て
い
た
け
ど
触
れ
た
こ
と
が
な
か
っ
た『
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
』を
始
め
て
み
ま
し
た
。

私
が
や
っ
て
い
る『
Ｓ
ｈａ
ｄｏ
ｗｖｅｒｓｅ
Ｅ
Ｖ
Ｏ
Ｌ
Ｖ
Ｅ
』は『
好
き
な
駒
で
戦
え
る
将
棋
』の
よ
う

平成 27 年３月バイオ環境工学科卒業
中居 秀太

な
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
で
す
。
最
初
は
単
な
る
暇
つ
ぶ
し
の
つ
も
り
で
始

め
た
も
の
の
、Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔｅ
ｒ（
Ｘ
）や..

Ｄ
ｉｓｃｏ
ｒ
ｄ
を
通
じ
て
こ

の
１
年
で
１
０
０
０
人
近
い
仲
間
や
知
り
合
い
が
出
来
た
事
に
驚
き

を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
の
全
国
１
位
を
決
め
る
大
会
に
出
場

す
る
た
め
に
青
森
県
の
予
選
を
勝
ち
抜
き
東
北
大
会
出
場
の
切
符

を
手
に
入
れ
、現
在
は.

月
開
催
の
東
北
大
会
１
位
通
過
を
目
指

し
て
日
々
練
習
を
重
ね
て
お
り
ま
す
。ま
だ
ま
だ
未
熟
で
す
が
、目

標
達
成
に
む
け
て
計
画
的
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
重
ね
、毎
日
練
習
に

付
き
合
っ
て
く
れ
て
い
る
仲
間
達
の
為
に
も
結
果
を
残
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。（
写
真
は
大
型
大
会
に
参
加
し
た
際
、普
段
リ
モ

ー
ト
対
戦
し
て
い
る
仲
間
達
と
撮
影
し
た
も
の
で
右
端
が
私
）

こ
れ
か
ら
も
仕
事
と
趣
味
を
両
立
さ
せ
つ
つ
、こ
れ
ま
で
お
世
話

に
な
っ
た
人
と
の
繋
が
り
を
大
切
に
す
る
生
き
方
を
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

.
12

8
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て
い
て
、
ユ
ー
ザ
ー
と
な
る
か
ん
ぽ
生
命
の
方
々

と
毎
週
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
そ
こ
で
出
た
意
見

を
取
り
入
れ
な
が
ら
柔
軟
に
開
発
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ユ
ー
ザ
ー
の
方
々
に
開
発
し
て
い
る
も
の
を

見
て
い
た
だ
き
、
直
接
反
応
を
頂
け
る
の
で
や
り

が
い
を
感
じ
な
が
ら
業
務
に
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
て
い
ま
す
。

現
在
の
業
務
で
は
ク
ラ
ウ
ド
等
を
用
い
た
開
発

を
進
め
て
お
り
、
学
ぶ
こ
と
が
多
い
で
す
。
大
学

時
代
に
習
得
し
た
知
識
を
基
盤
に
、
新
し
い
技
術

を
継
続
的
に
学
び
、
よ
り
活
躍
で
き
る
よ
う
に
努

力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

卒
業
後
、株
式
会
社
エ
ス
・
イ
ー
・
シ
ー
・
ハ
イ
テ
ッ
ク
へ
就
職
し
、第
一
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
部
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。第
一
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
部
は
主
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
関
連
の
業
務
を
行
う
部
署
で
あ
り
、大

学
で
学
ん
だ
Ｉ
Ｔ
関
連
の
知
識
を
活
か
せ
る
配
属
と
な
り
ま
し
た
。現
在
、お
客

様
先
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
保
守
・
運
用
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構

２
０
１
８
年
４
月
か
ら
２
０
２
０
年
３
月

の
２
年
間
、八
戸
工
業
大
学
大
学
院
博
士
前

期
課
程
で
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

昨
年
度
国
立
音
楽
大
学
大
学
院
に
て
博
士
号

を
取
得
し
、こ
の
度
、八
戸
工
業
大
学
に
勤
め

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。３
年
前
は
学
生
と

し
て
、今
年
度
か
ら
は
教
員
と
し
て
、立
場

は
異
な
り
ま
す
が
、再
び
通
う
こ
と
が
で
き

る
こ
と
を
大
変
喜
ば
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

専
門
は
、音
楽
音
響
分
野
、音
楽
情
報
処

理
、音
楽
知
覚
認
知
、感
性
工
学
で
す
。音

は
物
理
的
に
は
空
気
の
振
動
で
す
が
、そ
の

振
動
を
聴
い
て
人
々
は
色
々
な
情
動
を
享
受

す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
音

楽（
音
）そ
の
も
の
や
音
楽（
音
）を
聴
い
た

人
の
反
応
な
ど
に
つ
い
て
研
究
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

.

私
は
か
ん
ぽ
シ
ス
テ
ム
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
株
式
会
社
で
働
い
て
い
ま
す
。

今
は
研
究
開
発
を
行
う
部
署
に
所
属
し
て
お
り
、
最
新
技
術
を
用
い
た
Ｐ
ｏ
Ｃ

..

概
念
実
証
）開
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。
Ｐ
ｏ
Ｃ
開
発
は
ア
ジ
ャ
イ
ル
で
進
め

成
が
複
雑
な
た
め
、
配
属
後
は
大
変
で
し

た
が
、先
輩
達
の
支
え
に
よ
り
構
築
の
把

握
と
同
時
に
多
く
の
知
識
と
経
験
を
得
ら

れ
ま
し
た
。配
属
さ
れ
二
年
目
に
な
り
ま

し
た
が
、今
で
も
分
か
ら
な
い
こ
と
は
多

く
あ
り
、障
害
時
は
先
輩
方
に
質
問
し
つ

つ
対
応
し
て
い
ま
す
。今
後
は
、先
輩
方

に
頼
ら
ず
と
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
業
務

に
勤
し
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。  .

桶
本
ま
ど
か

6×4

Office Optimization
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（
株
）エ
ス
・
イ
ー
・
シ
ー
・
ハ
イ
テ
ッ
ク

小
栗
山
陸
斗

か
ん
ぽ
シ
ス
テ
ム
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ（
株
）

私
は
株
式
会
社
日
立
産
業
制
御
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
で
働
い
て
い
ま
す
。

現
在
は
社
会
イ
ン
フ
ラ
分
野
の
部
署
に
所
属
し
て
お
り
、ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開

発
を
行
っ
て
い
ま
す
。業
務
内
容
は
、
要
求
仕
様
を
も
と
に
仕
様
書
の
作
成
、

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
、試
験
を
実
施
し
て
い
ま
す
。学
ぶ
こ
と
が
多
く
大
変
で

は
あ
り
ま
す
が
、先
輩
方
の
姿
を
見
て
真
似
を
し
て
実
践
す
る
こ
と
で
、徐

々
に
で
き
る
こ
と
が
増
え
て
き
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。ま
た
大
学
時
代

で
学
ん
だ
情
報
工
学
の
基
礎（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、プ
ロ
グ
ラ

通
信
に
用
い
る
プ
ロ
ト
コ
ル
や
仕
様
書

の
作
り
方
な
ど
右
も
左
も
分
か
ら
ず
困

惑
し
、先
輩
方
に
教
え
て
い
た
だ
く
ば
か

り
で
し
た
。し
か
し
、仕
事
の
中
で
機
器

に
実
装
さ
れ
て
い
る
機
能
の
調
査
で

あ
っ
た
り
、試
験
等
で
実
際
に
製
品
に
触

れ
た
り
す
る
こ
と
で
自
社
開
発
し
て
い

る
製
品
、
シ
ス
テ
ム
開
発
な
ど
に
対
す

る
理
解
・
関
心
が
深
ま
っ
て
い
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。技
術
者
と
し
て
は
ま
だ
ま

だ
未
熟
で
す
が
、こ
れ
か
ら
も
日
々
成
長

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

.  

私
は
現
在
、青
森
県
八
戸
市
に
あ
る
サ
ク
サ
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
株
式
会
社
で
Ｓ
Ｅ
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。具
体
的
に
は
、ホ
ー
ム

ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
、ビ
ジ
ネ
ス
フ
ォ
ン
の
主
装
置
な
ど
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機

器
の
開
発
に
携
わ
る
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
初
め
は
仕
事
で
使
う
ツ
ー
ル
、

ミ
ン
グ
な
ど
）は
、今
担
当
し
て
い
る
シ
ス

テ
ム
の
内
部
を
理
解
す
る
の
に
役
立
っ
て

い
ま
す
。休
日
は
趣
味
や
資
格
勉
強
、友
人

と
た
ま
に
旅
行
す
る
な
ど
し
て
過
ご
し
て

い
ま
す
。就
職
を
機
に
現
在
は
茨
城
県
で
一

人
暮
ら
し
を
し
て
い
ま
す
が
、同
期
や
会
社

の
先
輩
方
、離
れ
た
友
人
と
も
連
絡
を
取
り

な
が
ら
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま

す
。今
後
も
変
化
を
恐
れ
ず
、新
し
い
こ
と

に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

佐
藤
将
博

（
株
）日
立
産
業
制
御
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ

戸
田

敬
司

サ
ク
サ
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ（
株
）



皆
様
ご
無
沙
汰
し
て
お
り
ま
す
。感
性
デ
ザ
イ
ン
学
科
同
窓

会
担
当
の
宮
腰
で
す
。感
性
デ
ザ
イ
ン
学
科
開
設
か
ら
早
い
も

の
で. 

年
が
経
ち
ま
し
た
。開
設
当
初
か
ら
学
科
に
い
る
教
員

は
坂
本
学
長
、
高
橋
史
朗
先
生
、川
守
田
先
生
、安
部
先
生
そ

し
て
私
の
５
人
だ
け
で
す
。あ
、私
最
初
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

学
科
と
私
の
近
況
を
お
話
い
た
し
ま
す
と
、
学
科
名
称
が

～ 近 況 報 告 ～
  宮腰 直幸

～ 感性デザイン学科 20周年記念行事 ～
                              高橋 史朗

感
性
デ
ザ
イ
ン
学
科
に
戻
っ
て
２
年
が
経
ち
ま
し
た
。学
生
の
Ｐ
Ｃ
必
携
に
伴
い
、学

科
最
初
の
Ｐ
Ｃ
ル
ー
ム
だ
っ
た
Ｗ
ｉｎ
ｄｏｗｓ
Ｒｏｏｍ
は
Ｐ
Ｃ
が
撤
去
さ
れ
て
持
ち

込
み
の
ノ
ー
ト
Ｐ
Ｃ
を
使
う
部
屋
に
な
っ
て
い
ま
す
。
学
内
に
は
Ｗ
ｉ 

Ｆー
ｉ
が
飛
ん

で
い
る
の
で
Ｗ
ｉｎ
ｄｏｗｓ
Ｒｏｏ
ｍ
で
も
、Ｋ
Ｄ
プ
ラ
ザ
で
も
、ノ
ー
ト
Ｐ
Ｃ
を
利

用
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。も
う
、
そ
う
い
う
時
代
で
す
ね
。数
年
前
に

は
講
義
室
に
も
エ
ア
コ
ン
が
付
い
た
の
で
夏
で
も
幾
分
か
快
適
に
授
業
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ
れ
で
も
今
年
の
夏
は
暑
か
っ
た
で
す
け
ど
。小
さ
な
と
こ

ろ
で
は
、 １
階
と
３
階
の
男
子
便
所
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
て
と
て
も
キ
レ
イ
に
な
り

ま
し
た
。感
性
デ
ザ
イ
ン
学
科
男
子
の
長
年
の
悲
願
が
つ
い
に
叶
い
ま
し
た
。 

.

私
個
人
は
相
変
わ
ら
ず
Ｃ
Ａ
Ｄ
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
授
業
を
担
当
し
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
に
加
え
て
去
年
か
ら
製
図
の
授
業
も
受
け
持
っ
て
い
ま
す
。
手
書
き
製
図
は
最

初
に
働
い
て
い
た
と
き
以
来
、本
当
に
久
し
ぶ
り
で
す
。や
は
り
就
職
先
と
し
て
製
造

業
関
連
は
多
い
の
で
図
面
が
読
め
る
こ
と
、描
け
る
こ
と
は
必
要
で
す
。工
学
部
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
最
低
限
の
力
は
付
け
て
お
き
た
い
と
こ
ろ
。求
人
の
際
は
デ
ザ
イ
ン

科
で
も
図
面
を
描
け
ま
す
の
で
安
心
し
て
求
人
を
お
願
い
し
ま
す
。 

      .

先
日
は
八
戸
テ
レ
ビ
さ
ん
か
ら
画
像
生
成
Ａ
Ｉ
に
つ
い
て
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け

ま
し
た（
そ
の
節
は
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
）。な
に
や
ら
す
ご
い
時
代
に
な
り
ま
し
た

ね
。卒
業
生
の
皆
さ
ん
は
御
存
知
か
と
思
い
ま
す
が
、私
全
く
絵
が
描
け
な
い
の
で
画

像
生
成
Ａ
Ｉ
な
ん
て
も
の
が
出
て
く
る
と
こ
ん
な
自
分
で
も
な
ん
と
か
絵
が
描
け
る

  

Ａ
Ｉ
に
描
い
て
も
ら
う
の
を
描
け
る
と
い
う
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
）か
も
知
れ
な
い

と
期
待
し
て
し
ま
い
ま
す
。た
だ
、デ
ザ
イ
ン
学
科
に
い
る
立
場
と
し
て
は
い
ろ
い
ろ
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
山
積
み
の
問
題
で
、
授
業
で
扱
う
の
も
苦
慮
し
て
い
ま
す
。

今
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
は
写
真
関
連
の
授
業
も
あ
っ
て
、
学
内
に
写
真
用
機
材
の

貸
出
を
行
え
る
仕
組
み
を
作
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
趣
味
で
や
っ
て
い
た
写
真
が

こ
ん
な
と
こ
ろ
で
活
き
る
こ
と
に
な
り
、ま
さ
に「
芸
は
身
を
助
け
る
」で
す
。最
近
は

動
画
を
撮
り
た
い
と
い
う
学
生
も
増
え
て
そ
う
し
た
授
業
も
や
っ
て
い
ま
す
。    .

も
う
少
し
で

周
年
を
迎
え
る
の
で
、
学
科
開
設
当
初
か
ら
み
る
と
大
き
く
変
わ

り
ま
し
た
。た
ま
に
は
学
科
の
方
に
も
訪
ね
て
き
て
く
だ
さ
い
ね
。い
つ
で
も
歓
迎
い

た
し
ま
す
。

.

（

20

18

10

こ
れ
か
ら
卒
業
生
の
み
な
さ
ん
に
ご
案
内
を
し
ま
す

が
、単
な
る
式
典
で
は
感
性
デ
ザ
イ
ン
ら
し
く
な
い
で

す
よ
ね
。そ
こ
で
み
ん
な
で
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
に

な
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
れ

に
合
わ
せ
て
今
年
度
か
ら
来
年
度
に
か
け
て
、何
度
か

世
代
別
の
同
窓
会
も
開
催
す
る
予
定
で
す
よ
。   .

と
い
う
わ
け
で
、卒
業
生
の
み
な
さ
ん
に
は
、ぜ
ひ

周
年
記
念
行
事
に
参
画
し
て
く
だ
さ
い
。
懐
か
し
い

同
級
生
か
ら
連
絡
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
、学
部

の
Ｗｅ
ｂ
サ
イ
ト
に
お
知
ら
せ
が
掲
載
さ
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。み
ん
な
で

周
年
を
お
祝
い
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
か
ら
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す  .
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感
性
デ
ザ
イ
ン
学
部
が
八
戸
工
業
大
学
に
設
置
さ
れ
た
の
は
、２
０
０
５
年
４
月
の
こ

と
で
し
た
。
当
時
は
教
員
に
と
っ
て
も
初
め
て
の
こ
と
ば
か
り
で
、今
振
り
返
っ
て
も
冷

や
汗
が
出
る
よ
う
な
シ
ー
ン
の
連
続
で
し
た
。学
生
に
は
ず
い
ぶ
ん
助
け
ら
れ
た
思
い
出

が
あ
り
ま
す
。そ
の
せ
い
か
学
生
と
教
員
の
距
離
が
近
い
こ
と
が
、当
時
か
ら
学
科
の
特

徴
で
、た
く
さ
ん
学
生
と
話
を
し
た
こ
と
が
思
い
起
こ
さ
れ
ま
す
。             
 

.

こ
の
伝
統
は
今
で
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。研
究
室
や
卒
研
室
、空
き
教
室
で
、教
員
と
学
生

が（
多
く
の
場
合
大
笑
い
し
な
が
ら
）長
話
を
す
る
の
は
よ
く
見
る
光
景
で
す
。卒
研
や
就

活
の
指
導
が
丁
寧
に
で
き
る
関
係
性
が
あ
る
こ
と
は
、
感
性
デ
ザ
イ
ン
の
一
番
の
魅
力
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。                                           .

今「
伝
統
」と
書
き
ま
し
た
が
、私
た
ち
も
こ
う
い
う
言
葉
を
つ
か
え
る
く
ら
い
大
人
に

な
っ
た
の
で
す
。実
は
来
年
４
月
に
感
性
デ
ザ
イ
ン
学
部
は...

回
生
を
迎
え
ま
す
。大
き

な
節
目
の
年
な
の
で
す
。                 

.

こ
の
間
、多
く
の
学
生
が
こ
こ
を
巣
立
ち
、中
に
は
社
会
的
に
重
要
な
立
場
で
働
い
て

い
る
人
も
い
ま
す
。カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も
何
度
か
変
わ
り
ま
し
た
し
、教
員
の
顔
ぶ
れ
も
だ
い

ぶ
新
し
く
な
り
ま
し
た
。２
０
２
３
年
の
現
在
、学
部
創
設
時
か
ら
在
籍
し
て
い
る
ス
タ
ッ

フ
は
、宮
腰
先
生
、川
守
田
先
生
、安
部
先
生
と
高
橋
の
４
名
だ
け
で
す
。数
回
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
改
正
が
あ
り
、学
科
の
設
備
も
更
新
さ
れ
ま
し
た
。し
か
し
、感
性
デ
ザ
イ
ン
ら
し
さ

の
よ
う
な
も
の
は
、
し
っ
か
り
次
の
世
代
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

現
在
学
部
で
は
、
感
性
デ
ザ
イ
ン
の

 

年
を
記
念
す
る
行
事
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

20
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(単位 : 円)

(単位 : 円)

(単位 : 円)

《収入の部》

《支出の部》

《特別会計》

《本部》

《支部》

《分会》

月日 事業内容

令和4年6月  3日(金)
～6月22日(水)

第１回理事会・定例代議員会
(紙面開催)

令和4年10月17日(月) 創立50周年記念寄付贈呈式

令和4年10月22日(土) 創立50周年記念祝賀会

令和4年11月17日(木) 工大グループ同窓会連絡協議会

令和4年12月 同窓会報発行

令和5年3月20日(月) 学位記授与式

令和5年3月 第2回理事会・定例代議員会
(紙面開催)

◆ 各支部役員会･総会は新型コロナウイルスの影響に
 より全日程中止となりました。

月日 事業内容

令和4年4月13日(水) 水交会賞表彰式

令和4年5月11日(水)
 ～5月12日(木) 学匠会幹事会(メール審議)

令和4年6月15日(水)
蒼峰会定期役員会令和4年10月5日(水)

令和4年10月22日(土) 蒼峰会総会
水交会役員会・総会

令和4年11月21日(月) 教育機器寄贈(水交会)

令和5年2月25日(土) 関秀廣先生を囲む会(水交会)

令和5年3月8日(水) シンボルマークモニュメント
進呈式(蒼峰会)

令和5年3月20日(月) 各分会より手交式へ派遣
水交会賞表彰式

◆ 以下分会の役員会・総会等は新型コロナウイルスの
 影響により中止となりました。
・土木建築工学科同窓会
・感性デザイン同窓会

事業報告 決算報告

 収入総計( 決算額 )－支出総計( 決算額 ) ＝ 15,973,350円
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2022(令和4)年4月1日～2023(令和5)年3月31日

項　　目 本年度予算額 決算額

会費 5,400,000 5,320,000 ▲ 80,000

会報協力費 500,000 669,123 169,123

広告収入 120,000 30,000 ▲ 90,000

雑収入 1,766 458 ▲ 1,308

前年度繰越金 14,168,148 11,231,228 ▲ 2,936,920

総計 20,189,914 17,250,809 ▲ 2,939,105

増　減

項　　目 本年度予算額 決算額

会議費 200,000 180,000 20,000

旅費交通費 1,000,000 170,440 829,560

集う会経費 300,000 0 300,000

印刷費 2,700,000 2,556,277 143,723

通信費 50,000 20,016 29,984

支部関係 1,350,000 9,997 1,340,003

運営費関係 30,000 3,196 26,804

分会助成費関係 1,200,000 364,339 835,661

業務委託費 66,000 66,000 0

積立金 0 0 0

慶弔費関係 60,000 0 60,000

卒業記念品 290,000 286,000 4,000

記念事業支援費 6,000,000 494,600 5,505,400

会則3・4条関連事業費 100,000 0 100,000

予備費 5,000 0 5,000

次年度活動費 6,838,914 13,099,944 ▲ 6,261,030

総計 20,189,914 17,250,809 9,200,135

増　減

項　　目 本年度予算額 決算額

当期積立金 0 0

寄付 10,000,000 10,000,000

次年度繰越金 10,000,000 10,000,000

計 20,000,000 10,000,000

0

0

0

0

増　減

① 発行時期:令和6年12月予定
(同窓会報第30号)

② 発行部数:約13,500部(予定)
③ 広告規格及び、金額(フルカラー)

 広告1枠(6cm×4cm)¥10,000
 ※他サイズはご相談ください

④ 申込期限:令和6年9月30日

次年度繰越金



1 あなたの整理番号です。

２
現在、住所がわからず会報誌をお届け
できない方々の名簿です。
ご存じの方はフリーダイヤルまたはフリ
ーFAXまでご本人よりご連絡いただけ
るようお伝えください。

３
現在、同窓会でお預かりしているあなた
の情報です。  変更のある方は、以下の
いずれかをご利用ください。

４
協賛金の振込用紙です。
ご協力のほどよろしくお願します。

①QRコード ②フリーダイヤル ③フリーFAX

アプリ決済ご利用できます

フリー
ダイヤル

フリー
FAX

0120-10-9899 （内線92）

平日 10：00～17：00

0120-10-9184（24時間受付）

同封物の見方

お問い合せ

1

４

お名前
お名前
お名前
お名前
お名前
お名前
お名前
お名前
お名前
お名前

お名前
お名前
お名前
お名前
お名前
お名前
お名前
お名前
お名前
お名前

お名前
お名前
お名前
お名前
お名前
お名前
お名前
お名前
お名前
お名前

２

３

1992(平成4)年3月に同窓会報第 1号(創刊号)を発行し号を重ね、今回も約 13,500 名の会員にお届けすることが出来
ました。会報を通して、新たな会員相互の親交が生まれたというをお話を伺いますとき、発行継続が同窓会の本来の目
的に叶っていくものと考えております。今後、会報の発行を維持していくための費用として、皆様には協賛金のお願い
をさせていただいております。協賛いただいた方におかれましては、お名前を大学ホームページに掲載させていただ
きます。掲載をご希望されない方は、恐れ入りますが同窓会事務局までご連絡ください。次号も皆様からのご意見に耳
を傾け、魅力ある紙面づくりを取組んでまいります。会員の皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。 .

本号から協賛金芳名簿を協賛者多数により大学ホームページに掲載しております

協 

賛 

金 

の

    

お   

願   

い
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電気工学科・電気電子工学科・電子知能システム学科・電気電子システム学科
TEL：0178-25-8020 メールアドレス:dosokai-e＠hi-tech.ac.jp

エネルギー工学科・生物環境工学科・バイオ環境工学科・生命環境科学科
TEL：0178-25-8050 メールアドレス:dosokai-p＠hi-tech.ac.jp

土木工学科・環境建設工学科・環境建築工学科・建築工学科・土木建築工学科
TEL：0178-25-8030 メールアドレス:dosokai-d@hi-tech.ac.jp

感性デザイン学科・創生デザイン学科
TEL：0178-25-8070 メールアドレス:dosokai-k@hi-tech.ac.jp

機械工学科・産業機械工学科・機械情報技術学科
TEL：0178-25-8010 メールアドレス:dosokai-m＠hi-tech.ac.jp

システム情報工学科
TEL：0178-25-8080 メールアドレス:dosokai-i＠hi-tech.ac.jp

本部事務局（学務部 学生支援担当）

TEL:0178-25-8027 メールアドレス:dosokai＠hi-tech.ac.jp 同
窓
会
報
が
あ
た
ら
し
い
住
所
に
届
か
な
い
、
住
所

変
更
後
送
付
先
を
変
え
て
ほ
し
い
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、

左
記
の
同
窓
会
本
部
事
務
局
ま
で
、
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル

..
氏
名
、現
住
所
、学
籍
番
号
ま
た
は
、卒
業
年
度
と
学
科
）

を
ご
連
絡
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

本
誌
同
窓
会
報
を
ご
家
族
の
方
が
見
て
同
窓
生
本
人
が

見
て
い
な
い
こ
と
が
あ
る
よ
う
で
す
。
お
手
数
で
す
が
、

ご
子
女
に
了
承
い
た
だ
き
同
封
の
表
面
に
ご
子
女
の
現
住

所
等
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、
フ
リ
ー
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て

ご
送
付
く
だ
さ
い
。

● 

ご
家
族
の
方
へ

● 

同
窓
生
の
皆
様
へ

同窓会事務局から同窓会事務局の連絡先
（
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